
「新しい自分を作ろう」と努力すること・「新しい自分」に気づくこと 

 2月 19日の学校だよりで 2月校長講話の感想やジャンプ問題の答えなどをお伝えしました。 

共有問題：一寸法師が「広い世の中に出たい」と思ったのはどうしてかな？ 

ジャンプ問題：あなたが挑戦しようとしていることはありますか？ 

 この問いに対する 4年生：姫愛さんの答えを紹介しましたが、保護者の皆様はどう感じましたか。 

一寸法師は、新しい道へ進もう、そして新しい自分を作ろうとして、広い世の中に出た

んだと思います。挑戦しようと思っているのは、参観日をみんなで協力して良い発表にし

たいです。                        （４年：土屋姫愛さん） 

 私は姫愛さんが「一寸法師の思いを『新しい道へ進もう、そして新しい自分を作ろう』と考えたのはど

うしてかな？」と思って質問してみました。すると、 

 「私も友だちから嫌なことを言われたことがあったときに、友だちを注意できなくて、（注

意するよりも）自分が新しい自分に変わろうと思ったことがあったから」 

と、姫愛さんは自分の体験とつなげて一寸法師の気持ちを考えたのでした。 

  

また、参観日の様子はどうだったのかな？と思い、担任の下平先生に「姫愛さんは参観日のことを日記

に書きましたか？」と聞くと、「書きましたよ」との返事でしたので、見せてもらいました。紹介します。 

今日は参観日がありました。とても緊張しました。最初はうまくいくか心配だったけど、

慣れていくうちに心配なんか吹き飛びました。ママに聞くと「とてもおいしかった」と言

ってくれました。 

 初めて「自分からやりたい」と思ったのは嬉しかったです。いろん

な人にいっぱい自分で作ったものを食べてもらえてよかったです。 

 → 仲間と協力して、夢中になって取り組んだもちっこタイム「オリジナルおやきづくり」・・・その活動や人とのつなが

りを通して「初めて『自分からやりたい』と思ったのは嬉しかったです。」と「新しい自分」に気づいたところがいいで

すね。 

その活動の様子、人（保護者の皆様）とつながる様子を写真でお伝えします。 

 

 

 
 



6年生を送る会の様子を 5年生の日記で紹介します。 

「六送会」 

 今日の 1～2時間目の六送会の感想を書きます。ぼくは、5年生の発表は今までの練

習より良かったし、6 年生だけでなく全校が喜んでもらって良かったです。そしてム

ービーで 6年生を感動させて先生たちも泣かせられて良かったです。 

 1～4年生の発表も良かったけど、6年生の歌が良かった。その歌を聴いて逆にぼく

も感動してしまいました。 

 まだ 1年先だけど、ぼくも送られるのが楽しみになってきました。六送会が大成功して良かったです。 

（5年：小松 和さん） 

 → 「全校が喜んでもらって・・・」とみんなの姿を見て「良かった」と振り返っているところがいいですね。 

 

「六送会・・・大成功！」 

 今日の 1,2時間目に六年生を送る会（本番）がありました。私はアーチ係だった

ので、タイミングを見計らって準備をしました。私は少し緊張するけど、6 年生に

ちゃんと「ありがとう」を伝えたいです。 

 1～4年生の皆さんはすごく上手にやっていて、6年生に「ありがとう」という気

持ちを思いっきり伝えていました。 

 いよいよ私たちの出番です。私は 1回深呼吸をしました。最初のクイズでは 6年生も盛り上がったの

で、良かったです。次のダンスでも思いっきり踊れたので、良かったです。たくさんの「ありがとうご

ざいます」が言えたので、良かったです。 

 後 7 日間で 6 年生とはお別れなので、分からないことや不安なことを今のうちに聞いておきたいで

す。                                  （5年：中村 藍さん） 

 → 「ありがとう」の気持ちを伝える・・・という目的をはっきりもって取り組み、その目的から振り返っているところ

がいいですね。 

 

 

 

 

 

 

卒業を前にした６年生の思い（菅沼杏菜さんの日記から） 

  

→ 自分の成長を実感し、具体的な自分の姿で表現しているところがいいですね。6年生を送る会

で下級生が 6年生のために頑張った姿に感謝しながら、自分の卒業を再確認し、「最高のクラス

だった」と言えるように・・・と決意も新たにしています。また、毎日日記を書き続けたことと

ともに、その日記を読んでコメントをくれた担任の滝澤先生への感謝を伝えているところもい

いですね。 

2年生から 6年生への「あこがれ」を伝えるメッセージ 
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